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原子間力顕微鏡法法（AFM）は細胞の力学特性を高い精度で測定可能である。近年、AFM を用い

た細胞のヤング率を指標とした[1]、がん細胞診断が期待されている。著者等は、マイクロ加工基

板を用いて細胞形態を均一化することにより、個々の細胞の接着性や形状のばらつきを軽減させ、

細胞内の計測位置を正確に制御する方法を考案した[2][3][4]。そして、細胞のヤング率ではなく、

細胞レオロジー変数を指標として利用することにより、がん細胞診断の精度が向上することを報

告した[5]。この研究では、細胞形状として正方形を利用したが、がん細胞診断能が最適化する細

胞形状の存在が考えられる。なぜなら、細胞の形態は、細胞の内部構造[6]や力学特性[7]と強く関

係するからである。2019年春季学術講演会において、著者らは、正常細胞とがん細胞のアクチン

線維構造の差異はアスペクト比に依存して変化すること、および 3 つのレオロジー変数とアクチ

ン線維密度には相関があることを報告した[8]。 今回、より多数の正常細胞とがん細胞の空間的な

レオロジー特性を比較し、レオロジー変数を用いたがん細胞診断能の形状依存性を評価できた。

実験では、面積 900 μm2でアスペクト比がそれぞれ 1:1, 1:2, 1:4 の四角形であるマイクロ加工基板

上にがん遺伝子 RasV12 を発現した上皮細胞（がん細胞）と非発現細胞（正常細胞）[9]を播種し

た。免疫蛍光染色により細胞核とアクチン線維構造を観察した。また、レオロジー測定には、複

数のレオロジー変数を同時に測定可能な多重周波数モジュレーション AFM法[10]を用いた。当日

は、複数のレオロジー変数を組み合わせたがん細胞診断能、および判別領域に対する診断能の変

化について報告する。 
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